
W 資本費負担の在り方について

本中では、資本l't;負十日のこれまでの背去と、

は、� 1也の事(列lも参考に不 していくことと寸一る「� 

「敷設したJ司「整備し‘平成� 3年� 3月� 31

日に開業したJ1. iιE円五王� 

① il1し、資本背負担
「設備J司� f整備J 「されJ司「しJ

北総鉄道社:ij:， 千葉h及び� URによそ共 ゴ1~Íli 0/-[により開発された下葉二� iータウン事業

の入厄J-者の移動手段に:こ計十る似幹をなすtl(/;二 tて、昭和� 54年、� P線方-.r¥j 度1]という助成市

il

[)EF1140決算において、米だ約� 宋償還金が残存しており、北総屯鉄祉のハランスシー、川t

を利用して鉄道蚊訟は� /JIi 

京成|高砂一新鎌ヶ行駅を H 則線としてI ~/!，c tfl Lt:J 

これらの敷設許肘は約 はJ11侶，]で怠ったが その全額について鉄道建設・ 運輸施設整

備支局地情(以� F、鉄道連愉故情)えドと ぷ波長I仙iとして返済義務がず在中し、平成� 24年度

ト(こ非;ltに市〔くのしかかってL と� ¥一ー「� h7 #~ 1 

また、鉄道運~~ì機構への償還制が年閥的 25 億円、支払手1]，日、が年間約 9 倍、卜f] にも 上 り、 -jt

附亘社の耐を圧迫してしるぞ 川f1.141 Jコ� rl肌 | 

|表現方法を検討のこと。

弘企主であれば経常l班長主に|山って� L三つはずで

，(t、て_Hニ.:tP:l似た{I~!:H北1'.'1.七百:ヵ:枕き:1)・刊誌勺・� 

F 士は、こ うしたr(S本乃は本J何百:がnHI・}・ベ寺市内泊、� 

を行い、� Jヒ初高←� lゾ駅|間を� 1j明線として開業同lI.!たG その後、

;t~ るが 

H恥� 

1 1叫J:な粍j~'ωI'jl] ;t，，，，~ 7 ~. どωttl G(.J 

ドでかる� lUPI171QflJ71CF'jifhjj131i主張ーすい、抑止に口付金日うこと:� 

)改持や、川JI]庁→J-ーピス0)1六] r : ，，~ !!'については.京生� 

-t>'i俳マふアl:1

しかし、白木1~の問坦については、鉄道の公共性、 事業の構 想、、 千葉ニュータウン計 

l]i!、?の鉄道建設助fjの失敗、当i|山 jX:/'i度等も勘案寸ることが必要であり、事業 主体とその利

肘者にのみ責任を負わせること は妥当ではないと考えらえる� 
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③ 適用された助成制度� 

J北ヒ総操均ιが、~;哩;設支された当 H 

H日1'和1147干年「に右臼創|リIr1 一〉よ七んij7保泉五p;三1たれ'1，j投さ� tiは土、 民主主未来に初めて導入された公� IJ0助成制度で、あるに

本制度(士、鉄建公団が鉄道胞訟を建!設し、完成後� 25年正利均等償還の条件で鉄道事業

#fに品二波し、また、� f下手Ij5%)を l二回る利� rについては、固とi也む公共団休が� iJl-半して補給

-~一るとし、う mljJ芝である 

~1(建公|司の資金において建設するため、 rJ!;:大な建設骨 m を向ら調 i主する必要がないと

いう点が大きなメリットであり、� Jヒ総線も、この� P線市Ij)支を利用することで、!彫大な初

期投資が必要な鉄道事業を行 うことができた乙

しかし、� 25午という 箇還則!浪は鉄道卒業の公共性とその投資回収賄� l問から考えると 短

寸ぎる点、現在のような低全利の時代においては� 5%をy也える利子補給という助成にメリ

ットがないなどといった欠点がJ旨摘される「

鉄道事: ~は公共性が II~川 、 事業であり、高額なり]期投資が必要であるが、1I)(1~ト性は III く、

投資� lロl収!明|日]が非常に長いため、全額、を鉄道中業が負� +f=tする P線方式を始めとしたJj工に

で(土、建設コストの負担が長期にわた り噴 くのしかヵ、ってしまう 《そのため、その後の

鉄道建設ギ莱においては保々な助成制度が盤えられてきた、� 

0事例(ニュータウン鉄道等整備事業費補助制度)

公共事 業者や第二セクター(公共事業者の割台が� 50%)以上)が行うニュータウン鉄道と空

港アクセス鉄道の建設に対し、 事業費び)←� 部を補助するものて国の補助平はニュータウンA

鉄道が補助対象経費の� 15%、空港アクセス鉄道が伺� i助対象経� frの� 18%(

1:対象事例)成田新� うi速鉄道線、仙台空港線、京阪奈新線など

直言ゴ
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第二次支援

(平成7年度-)

(リスケジューリング)
-鉄建公団元本返済猶予平成6年度から6年間
(出資)

-県企業庁 :15憶5千万円
-住都公団 15億5千万円

-京成電鉄 57億円
(融資)

-県企業庁 53億円

-住都公団 53億円

-京成電鉄 :81億円

陀 井支援

(平成12年度-)

(リスケジューリンクワ
-鉄建公団:元金返済猶予平成13年度から3年間

償還期限の延長:10年延長(計35年)

-県企業庁第三次支援での融資53億円について猶予の延長

-住都公団・第三次支援での融資53億円について猶予の延長

-京成電鉄第=次支援での融資81億円について利率の引下(3 ， 0~o→0 ， 5%) 
第五次支援

(平成22年度-)

(リスケジューリンクワ
-鉄道運輸機構憤還期限の延長 10年延長(合計45年)

-県企業庁第三次支援での融資53億円について猶予の延長

-住都公団第三次支援での融資53億円について猶予の延長・手Ij率の引下

-京成電鉄第=次支援での融資81億円について利率の引下
運賃値下げに関する合意

に伴う支援

(平成22年度-)

値下げに伴う、利益減少の補填として

(負担金)

-関係自治体 3億円/年

④ 北総鉄道社に対する主な支援の経緯

区分 内容

第一次支援

(昭和60年-)

(リスケジューリング)
-鉄建公団元手IJ返済猶予� 132億円につき5，5年間
(出資)

-県企業斤 2億円

-住都公団 :7億5千万

-京成電鉄 19億円
(融資)

-京成電鉄 20億円
第二次支援

(平成3年度-)
-県企業庁 :20億円
-住都公団 20億円

-京成電鉄 25億円
(負担金)

-県企業庁 80億円

-住都公団 80億円
(融資)

-京成電鉄 101億円� (H15まで継続)� 

r4J司「四� 
/ 

このように、これまで北総鉄道社に対しては、様々な支援策が講じられており、資本

費負担の軽減に ~1: 与 してきたが、と はいえ現在でも多大な利息、の支払額と元本の返済に

より 経ー営が圧迫されている状況は続いている。� 
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P47-48の番号について� 

という順になっている2))司 (1司 (i争(z①==今 2 

2. 資本費負担の軽減策� が2 => (1)=キ (2)司 ① 司� (gJへ変更� 

① P線償還条件の変更(期限の延長、利子の見直し)

現状においては、高額な運賃設定により 利用者にその負担を転嫁することで経常'が成り

吋っているところ、一般的な運賃水準へと引き� Fげた上で経営を健全に通常していくため

には、より一層の負抑軽減がなされるべきであり、現状の枠組みで考えた場合、最も大き

な負拘となっている� P線償還について、更なるリスケジューリングを求めていくことが非

常・に有効で、ある。

また、以下のような理由からその妥:当性も説明する ことができるピ� 

-鉄道事業は公共性の高い事業であり、高額な固定資産投資に対して収益性は低く、投資

回収期聞が非常に長期にわたること ω

・鉄道運輸機構の目的は鉄道の建設や鉄道事業者などによる運輸施設の整備を促進するた

めの助成などの支媛を行う こと であり、鉄道運輸機構が鉄道一事業者の建設費負相について

追加の支援を行うことには妥当性があるc

-北総鉄道社は重い資本費負担がなければ鉄道事業として経営が成り立っており 、ギーなる

延命処置ではなく、より良い事業にしていくための足掛かりとなる前向 きな支援となるこ

鉄道運輸機構や同� 1:交通有等の理解が必要となる点、キャッシュフロ ーの大幅な改蕎は

見込めるが、減価tU却112の負担は変わらないため損益ベース では改善が小さ いという点な

どの課題も存配するが非常に有意義な方策であると考えられる。� 

~l f(足，'，~:i述3MEN-における鉄道 1'1! 1愉憐 hWへ tJ) it'tJi¥!lJJr:HIよ、� IJEを';;':: 

Jlt:ニ� 

② 鉄道運輸機構以外からの融資について

既存の融資に対する利率の引き下げやリスケジューリン グを行う ことで、J仁総鉄道社の� 
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白木費負担を軽減することが可能であるc 結果として、北総線の運賃値下げや利便性が改

善され、沿線人仁!のi骨加や地域の活性化が見込まれる心その結果、各関係者に以ドのよう

なメリッ卜が発生するむ� 

-沿線白治体:人口増加とそれに伴う税収のi曽加守� 
「により入居した住民に有

効に供され撤泣したJ

(1 )既存の融資のリスケジューリング
!な味不JjJj I 

鉄道運輸機構に対する償還負担と比べるとその負胞は小 さいとはし、え、より 一層の期 


間の延長や利率の51下げを求めていくべきであるc
 

(2)デットエクイティスワッ アの活用

私企業の再生局l耐においては、債権者側が主導 して、債権放棄やデットエクイティス 


ワップ(以下� iDESJ としづ o)といった手法により、再生に対する協力が行われること 


があるc
 

DES とは貸付金などの金銭債権を現物 I'-~I 資することで、資本に転換する手法のことで

ある( DESを行うことにより 、債務者にとっては過剰な債務を町縮し、財政体質を健全

化できるメリットがある G 債権者は、経営へ参加することで融資に対する責任を負うこ

ととなるが、もし事業が� 4al1dlJる /1表中の金額の単

、;;./ 1) ノ

位がない。� 

0具体例

・借入金につき全額 DESした場合のシミュレーションは以下の通りとなる。

京成� 9，679，200 

千葉県� 5.300.000 

UR 5.168.750 

鉄道機構� 68.725.721 

純資産

資本金� 

繰越損失

株主名

京成

干葉県� 

UR 

873.67188.
=辛

1，774，084 

持ち株数 |出資比率 

44.258千株� 49.1% 

21. 24.1%700千株� 

18，938千株� .210% 

4社からの有利子負債

京成� 01 

千葉県� 011 

UR O 68.725.721 
4 

鉄道機構� 1'68.725.721 

純資産� / 

.， / 

資本壷� ~， 5.047 . 950 1 21.922.034 

仁極損失� -23.125.916 
ζ 

箆主査
亙盛
干葉県� 

UR 



E1竺 、¥
さらに叩� 

4社からの有利子負債
， 

/ 
京成� 

干葉県� 
o-l'" // 0 

UR O 68，725.721 
~ 

鉄道機構� 68，725，721 

純資産

資本金� 45，047，950 
21，922，034 

繰越損失� -23，125，916 

=争

4社からの有利子負債
京成

、� 
O ¥¥ 

千葉県� ¥ O ¥¥A. 

UR ¥ O 68.725，721 
“ 

鉄道機構� 68，725，721 

純資産

資本金� 21，922，034 21，922，034 

白木f1負担ぴ)大部分を占めるのは鉄道選輸機構への未払金残であるため、 氏本費改苦z

に与える影縛は相対的に小さいといえるが、 一定の効果は期待で、きるc 

0%行事例(あおなみ線)

第二三セクタ--c'ある、あおなみ線は約� 950億円(うち� 50%起が名古屋市の出資)を投じて

開通したが、利用者が伸び悩み、多額の赤字を計� I二する路線となってし まったc 

'frr を導入DES1:で、 第三セクター鉄道として 日木初の'-'年度22そのため、名 古屋市は平成� 

し、名古屋市 ・愛知県からの借入金約� 307億円全額について株式化したc あおなみ線は現

在、私的整聞に上る 事業再建巾である G 

f=

匝ド分，1 3" 1¥:

l二ド分間� )]J:にとl丸出1"1ずる.l� 本(可12慌が:実行)と.鉄j

Ji工にυ)nI1~ヤ1: 

|附� -51南 |憾� 

!早1JA ンツラを 巨ini-I-ろ1 i•i(.

li

f:3 ' 

!l 111 としてお~凶 f'~ Jl I'! :: 1 悼を主払 J と L 、〕市IJぼであス

ハスベJ タクン一、昨日向|』lfprf也(/)公共交通地問!とおし、ては7illni:(ドと伝 」出インツラ ω (l1~

1:iI日凶但は� 

i:(j: (都 "~ljr!~什)~サ叫し‘ IIÎj 汗が沌ー斤におt L. ~~mインフラ守f;1j) 1 1 さ止てしり〉対� 

{で:(仏hであ石扶:芭宜

:r.l附l刊'' 1 i砧b寸寸唱ろことカが~ 引吋.刊2rJ'

しかか、し、ぞれl't多太な ' 1~ 長円ーへの� Ctr1となり‘;庄市r，:k L; l、ても� I1ごの自lj;:に， r -.tr)ιi特::.f.;� ~ L!

が� UrlLとたりつつある� 

.恨Lι，冶詑庁 3わ'Î丈 J占且イン勺ヲをi作 十判牝1 : で(内怯止lι，イf打I‘世蛇 
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の鉄道インアラの ('l~{J・ - 管

'1正IdoI号干

し、運行1];.荒行・!三洋lして.I!(f， I 

とりインフラを保有・WOlll政道インフラ，.t.jili行会社

理と� Al j・を� hう組織を分� ~q'tHTした主主(� -fifiω ま

Pl!t寸る� jy式 づ �  E(!)l[J.り決 ま)、市持管内世 HI~lí tこノヲ

dh!こ上旬、線路Hrfllll:'i;を� いて内� tfl(ド惇が� u・11l寸・る

.k:-1:ムう必』正がある ことにより� 1 f.t li]:ド分� )lif r-

上地、線路、� illj/丹、内科� 

じ� 4由来をittられる� )i氏� 

lt.f同| illとむ気鉄i1: 

1訂正弘::I

，lfL、，ti長鉄� i旦[(� .rmJ 日� 1I1ライトレール

(J)とり� J旦(-1'市) 可能鉄道� 

fr i])i;-には、新たな:m軌H主:0:や '1産 (~ìi を LILt定した:[;1))主であるため‘ Wt(iての鉄道に適!lJ す・る I~

より揃i:;しし‘;制度政1;1-をなるか、� i先{r:の鉄道を|二� 1;-分� ':Ugした官j的� .jJ u(r:{I:する

川二セクタ-~して初めて iュ ド分F\m Ji.rtをj荒川し、� 117点以が� m3 frf・'Jf ':転計として欽i丘イン

フラを(県庁し. j'rt、帯鉄道� (t釘� 2陀� J]l固定Kとして� ilii11ーをhい‘� t¥ t-i VI~に対して時時他川 1~1

をj(払う

号えらえるb1:11Ji悟II】fti分Iil1: " '

~，j1~ 車，，'cñ'IW雄又はIWç正とて口ろおそ才 l のある旅存鉄道 ijiJ，告を長l認として 、 rlifUr ドJ'等!:: ~J::jjj IJ~;粍 

Jじt~í^j， ‘ I ~rj~ 2・ ， i?ωにおいて!土、継続た五tl:円、 úlfみ也過!土向下山されたとはいえ、 lWJむ� JとZI，� 

誌の前向にj~j十る n:)cがつ:tられているたど、多'fiti(/) fl1eflをi色え，� jI[を炉、，IlAIlの辺白押の ft， fr

[ lJliijj) (/ ilWf日I"J 

主た‘政;丘 1)1.:セ I! f- ~'Ii築事業(/)適!日による公� (11 ~.百二)j式の 1 

'I¥i;践してM!::か却あγεきる:兄でありN[} lIr能。Itは({-(I しろ.;-，るJ.-忠A;;!'

._(::'1・F 



l 

P49~5t 削除
' ..ベらに、 fj~mr~輸機構が第 3 [ Ji式ぴ ) mTn:べ- ‘ 

山北陥を Uースする 1I~;rむをとる二とが号えらえろ 

!!tl)Ift IIJ

るに JJU /J.1 ヒ総j.');j丘 tI :1 士、 )~j[ûß I愉!堤防から以j[f ，，'，): 怖 をl!昨人ずる形式をとっているが、鉱r: tc

手業者となる実質的な 卜，ド分11

'J:~ (Iin新幹梅においては、特例により、 ')~n lÌ'.J f.~ J二ド分内E )f..¥:がとられているという� (日ft.

では百二型的機併は鉄道事業ーであ旬、鉄道:4ifJ75Jf係I士市I.JR土、1:11li仁実iJ.:)巨)($'(.寸る~{t(r: 

ないため、 j l : 揃(~には 1.:ド分間thへとはいえなし 

JR l"¥j:;; (ヒ以降辺住詑された恨姉析『;� 創世怖がh包伐を� I1|;;E211料品について、旬 ~J r作L.てお十l、目立

fT寸る .TR 件 rf:l:l l海 |市に対 し て'iを{什πj.Jの :払 | ・ | で相R;~使川 PI をえ払っており、宍質的に f .

ド庁前Irかえよさ1している� 

J :況のようなとド分雌 )j工亡を道i 川寸ることで、 Jヒ総?~ì江 H:にと勺ては以ドU)ょう仕メリ 

γ トが巧えうえる

抑制111 f'(':li J./¥'.~ l九向日以主れる� 

JじItが1liIl弓':<
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